
 
*メレッテ・ピーターセン（コペンハーゲン大学図書館司書） 

日本における視覚資料と私との出会い 
 

メレッテ・ピーターセン* 

 

JAL プロジェクト 2016 公開ワークショップ

のプレゼンテーション 

(パワーポイントのスライドショーをご参考に

していただければ、テキストの意味が分かり

やすいです。) 

 

学歴 

(スライド 1) メレーテ・ピーターセンと申し

ます。デンマークのコペンハーゲン大学の図

書館員です。コペンハーゲン大学旧・東洋学

部 (University of Copenhagen, East Asian 
Institute)で日本学科修士課程 (M.A. in 
Japanese language and culture) を卒業しま

した。日本文学と日本歴史を専攻しました。 

 

北欧のデザインは日本の芸術に非常に多くの

影響を受けました。なので、私は日本文学・

歴史を勉強する動機づけが強かったです。特

に漢字の美しさに感心を持ちました。 

スライドの上の方にある建物は王立図書館の

本館です。通称「ブラックダイヤモンド」で

す。 

右側にコペンハーゲン大学の人文科学のそれ

ぞれの学部の新館です。 

 

(スライド 2) 
 1975-1976 東海大学別科日本語研修

課程に留学しました。 

 1990 国際交流基金日本語国際センタ

ー海外日本語教師短期研修を受けまし

た 

 1998 日本研究司書研修プログラムに

参加しました 

 

職歴と職場の紹介 

(スライド 3) 
 1989-2002 デンマーク王立図書館の

東洋学・ユダヤ学センター (Center of 
Orientalia and Judaica) に日本主題

専門司書として勤めていました。 

王立図書館（Det Kongelige Bibliotek）はデ

ンマークの国立図書館で、様々な National 
collections を所蔵しています。The Oriental 
collection はその中の一つです。 

所蔵されている和書のコレクションは約 6 千

件から成るコレクションです。さらに古典籍

の museum collection があります。主に江戸

時代後期 (1789–1867) の木版印刷本、彩色

刷絵本、筆写本 ・古地図・肉筆浮世絵 (畫

譜)・錦絵など約 170 件から成るコレクション

です。小さいコレクションなのに、江戸時代

後期の古典・漢籍 ・医書から俳諧・絵本・大

衆読物にいたるあらゆるジャンルのほとんど

を網羅しています。 

 

(スライド 4) 2002 年に王立図書館の東洋

学・ユダヤ学センターが世界の writing 
systems についての展覧会を企画しました。

展覧会のタイトルは文字の変遷 (The 
transformation of writing) です。 

私は日本語の歴史的な表記体系を紹介するた

めに、王立図書館が持っている数冊の和漢古

書を文体別に展示していました。そしてその

後、日本語の writing systems について、論文

の記事を書きました。 

 

(スライド 5) 1996 年から現在まで 20 年にな

りますが、コペンハーゲン大学 Department 
of Cross-Cultural and Regional Studies つま

り横断文化地域研究学部のアジア学科の図書

館を担当しています。 

元は日本語の専門家と中国語の専門家の二人

でこの図書館を担当していました。 

これは学部の図書館のウェブページです。 

 

(スライド 6) これはコペンハーゲン大学人文

学部の新しい建物です。 

アジア図書館はこの写真の左側真ん中の二階

です。閲覧室とその中の黄色い本棚がちょっ

と見えます。 

 

(スライド 7) 王立図書館の OPAC は、Ex 
Libris Primo という統合検索システムによる

横断検索ができます。REX と呼ばれています。

Primo を使えば、王立図書館の national 
collections と Faculty library collections とコ

ペンハーゲン大学の各学部の図書館が収集し

ている書蔵・雑誌が検索できます。電子資料

も含まれています。 

 

(スライド 8) アジア学科に関する資料のガイ

ド (Asian studies guide/subject guides)を執

筆しました。 

LibGuides というサービスを使って、このガ

イドを作成しました。 

この下に NIAS - Nordic Institute of Asian 
Studies の AsiaPortal のウェブ上のバナー 

(web banner) が見えます 
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(スライド 9) NIAS AsiaPortal はアジア研究

のための北欧学術情報資源ポータルです。 

NIAS AsiaPortal を通じて多くの有料のデー

タベースにアクセスできます。 

無料のオープンアクセスのデータベースもこ

のポータルサイトに載せてあります。 

日文研の江上敏哲さんの報告書は非常に参考

になります。 

 

王立図書館（Det Kongelige Bibliotek）の紹

介 

(スライド 10) ”The Digital National 
Library”という王立図書館のデジタル化コレ

クションのウェブページです。 

右側に日本の江戸時代の絵本が見えますが、

日本関係のデジタル化資料は非常に少ないで

す。デジタル化した資料の大部分は、デンマ

ークと西洋の書籍・写本・古文書・地図・エ

フェメラです。 

 

(スライド 11) 先に説明した、王立図書館の

Oriental museum collection は主に江戸時代

後期の約 170 件から成るコレクションです。

あいにく王立図書館の日本の和古書のデジタ

ル版は少ないですが、ここでは、デジタル化

されたいくつかを見ることができます。 

 

Catalogue of Japanese manuscripts and rare 
books の紹介 

(スライド 12) デジタル化をする代わりに、

Stig Rasmussen さんという王立図書館の東洋

学・ユダヤ学センターのセンター長が 
Oriental collection が紹介されている印刷物の

目録シリーズ物を完璧にしようと思って、私

はそのために一時的に再び王立図書館に雇わ

れました。そして Catalogue of Japanese 
manuscripts and rare books (和古書の稀覯本

の目録) を制作しました。480 ページで、

2015 年に NIAS Press より出版された目録で

す。 

 

(スライド 13) ここで、この目録の特徴を幾

つかご紹介します。和古書の目録の例として、

校訂伊勢物語図会、文政 8 年 (1825) をあげ

ます。画家は江戸時代中期の岡田玉山 (1737–
1812) です。ここに 2 ページ分があります。

まず、各項目の表記と挿絵のスタイルを示す

ために各項目にイラストがあることです。 

 

(スライド 14) これは同じ伊勢物語の拡大部

分です。ここでは、本の情報を翻刻して、漢

字とローマ字が並んでいます。対象資料の見

返・序文・跋文・刊記・奥付などに載ってい

るタイトル・著者・出版社・発行年月日など

の情報を翻刻して、ローマ字だけではなくて、

漢字も入っていて、日本人の方々にも参考に

なると思います。もう一つの特徴は、各書誌

情報と書誌の注記が一緒に見られることです。 

 

翻刻するのに国立情報学研究所の CiNii Books
が非常に役に立ちました。和漢古書は、現在

の本と違って、総合のレコードではありませ

ん。記述対象資料毎に特有な記述が必要で、

「稀覯本」扱いとし、記述対象資料毎に別書

誌レコードを作成します。そのレコードの注

記を見て、非常に参考にしました。 

 

(スライド 15) そして形態事項 

(Description) では、表記の情報も入っていて、

ここは平仮名交じり文です。 

 

(スライド 16) 各項目は英語でジャンルと内

容と著者あるいは作家についての紹介を行っ

ています。タイトルの意味も説明しています。 

 

(スライド 17) 画像データベースのデジタル

版も記録しました。ここでは、この伊勢物語

のデジタル版が早稲田大学古典籍総合データ

ベースでも見ることができるという情報を載

せています。目録を作りつつ様々な電子リソ

ース・画像データベースに出会って、それら

をとてもよく参考にしました。 

 

(スライド 18) 9 ページの文献があります。 

 

(スライド 19) カラーイラストもたくさんあ

ります。 

 

(スライド 20) ここは島神社寶物一覽、明治

36 年 (1903)、です。古い明治 36 年の宝物の

一覽、今そのものは国宝・重要文化財として

指定しているでしょう。 

 

(スライド 21) 特によく利用した画像データ

ベースは次の通りです。 

 貴重書デジタル・アーカイブ (同志

社大学 図書館) 

 立命館大学所蔵貴重書アーカイブ日本

文学・芸術篇  

 ARC 浮世絵閲覧システム (立命館大

学アート・リサーチセンター) 

 ARC 歌舞伎・浄瑠璃データベース 

(立命館大学アート・リサーチセンタ

ー) 

 浮世絵閲覧システム (早稲田大学坪

内博士記念演劇博物館) 

 ukiyo-e.org database  
 早稲田大学図書館古典籍総合データベ

ース 
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 所蔵作品総合目録検索システム (独

立行政法人国立美術館)(ちょっとだ

け!)。 

 

(スライド 22) JAL プロジェクトに参加させ

ていただいて、一層日本の美術文化と電子リ

ソースに対する知識を広げていただいて、ど

うもありがとうございました。ご清聴ありが

とうございました。 
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